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第

一

報

、

昭
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六
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提

出

)

一
脂
島
測
候
所
報
告
(
同
所
技
手
柳
谷
喜
太
郎
調
査
)

命
日
津
若
松
市
に
開
か
れ
た
附
株
主
催
の
夏
期
大
向
学
院
あ
出
で
に
な
ら
れ
た
藤
原
先
生
の
あ
件
を
し
て
、
猪
苗
代
支
所
一
晶
子
、

技
手
及
郡
山
町
小
平
墜
師
同
伴
八
月
二
日
盤
梯
登
山
右
し
た
、
講
演
の
御
都
合
や
汽
車
の
都
合
で
登
山
口
士
津
紳
赴
を
登

b
初
め
た
の
、
が
肢
に
午
後
二
時
宇
で
絡
に
頂
上
を
極
め
る
事
が
出
来
ず
、
漸
く
明
治
廿
一
年
爆
殺
の
噴
火
口
化
達
し
た
ば

か
b
で
引
き
返
し
た
、
が
共
の
後
八
月
舟
日
有
志
登
山
の
一
行
に
加
は

b
再
度
登
山
す
る
事
が
出
来
頂
上
に
も
達
し
た
、
併

し
初
同
も
姻
霧
や
霧
が
可
成
b
深
か
っ
た
し
、
殊
に
次
回
は
五
十
米
前
殆
ん
ど
不
明
な
程
度
の
濃
霧
、
が
次
ふ
と
績
い
た
、

従
つ
℃
是
か
ら
述
べ
る
之
と
も
通
過
し
た
附
還
を
主
と
し
展
望
し
得
た
範
国
を
従
と
し
藤
原
先
生
の
指
導
に
従
っ
て
記
述

す
る
。登

山
口
を
二
同
共
猪
苗
代
印
ち
表
盤
梯
に
採
っ
た
の
で
明
治
廿
一
年
爆
脱
税
の
際
も
此
の
方
面
よ
b
、
後
に
述
べ
る
天
之

庭
方
面
迄
は
大
な
る
影
響
な
く
少
量
の
降
友
を
見
た
程
度
で
従
つ
℃
某
の
方
面
の
地
形
は
少
な
く
も
大
同
元
年
印
西
暦
八

O
六
年
以
前
の
も
の
で
一
般
奮
火
山
地
方
に
見
ら
れ
る
様
化
麓
方
面
か
ら
中
腹
上
腹
迄
よ
く
地
味
肥
え
千
二
、
三
百
米
迄

は
一
帯
に
雑
木
繁
茂
し
、
此
の
高

3
に
あ
い
て
も
命
三
米
以
上
で
あ
る
。
道
は
是
等
の
雑
木
K
蔽
は
れ
℃
居
る
の
で
此
方

面
は
殆
ん
い
ζ

知
b
得
な
い
が
一

A
日
目
天
の
庭
に
至
つ
℃
突
然
雑
木
断
え
見
る
か
ら
噴
火
の
偉
力
を
偲
せ
る
火
山
岩
、
巨
大

二
一
九
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な
る
塊
肢
を
な
し
て
累
積
し
(
潟
異
参
照
)
西
方
に
連
な
る
部
分
広
は
緩
か
に
五
葉
松
大
楢
及
内
ノ
ラ
ジ
ロ
子
イ
フ
ラ
ク
、
オ

ホ
ゴ
メ
イ
ツ
ジ
類
の
外
イ
ヲ
キ
ン
バ
イ
、
イ
ヲ
ヨ
モ
ギ
等
の
植
物
疎
ら
に
茂
げ
る
。
然
し
之
の
方
面
は
特
に
西
風
の
卓
越

す
る
所
と
見
え
樹
木
後
生
成
態
を
見
る
と
い
づ
れ
も
極
端
に
東
方
に
片
よ
b
西
向
き
に
は
全
然
枝
葉
を
有
し
て
居
な
い
1

(
{
烏
鼻
、
第
一
参
照
)
之
等
の
岩
石
帯
よ
b
西
方
に
亙
る
津
↓
帯
に
は
大
松
樹
密
生
し
℃
居
た
と
の
と
と
で
あ
る
が
、
明
治
廿

一
年
の
噴
火
に
際
し
之
の
方
面
に
も
大
風
起
乙
b
樹
木
は
い
づ
れ
も
根
乙
ぎ
に
当
れ
た
色
の
乙
と
で
、
此
の
際
乙
の
岩
石

持
も
出
来
た
と
の
乙
と
で
あ
る
。
従
℃
之
等
の
岩
石
も
比
較
的
風
雨
化
3
れ
て
居
な
い
が
嘗
時
の
松
樹
と
見
ら
る
¥
悌
は

な
い
、
此
慮
は
赤
埴
山
の
下
腹
を
占
め
る
部
分
で
と
の
頂
上
迄
約
拾
町
、
二
A
日
目
で
あ
る
、
此
の
問
所
々

K
は
赤
色
の
軟

か
い
火
山
岩
(
赤
色
は
火
山
岩
の
酸
化
作
用
の
魚
な
ら
ん
)
帯
を
な
す
所
多
く
赤
埴
の
名
の
由
来
も
之
れ
に
よ
る
の
で
あ

ら
う
し
、
他
の
部
分
に
は
十
面
に
高
山
植
物
イ
ヲ
キ
ン
バ
イ
、

マ
Y

バ
シ
モ
グ
ケ
、
ミ
ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド
夕
、
ク
ロ
タ
ス
ゴ
、

ア
キ
ノ
キ
ヲ
ン
草
、
ヲ
ユ
ユ
キ
草
の
外
山
柳
、
ク
ロ
ヨ
ソ
ゴ
及
オ
ホ
ゴ
メ
ツ
ツ
ジ
唱
ヲ
ラ
ジ
ロ
イ
ア
ラ
ク
の
つ
づ
じ
類
等

可
成
b
密
生
す
、
日
疋
は
海
抜
千
四
百
二
十
七
米
の
山
で
近
い
四
固
に
は
之
に
並
ぶ
程
の
山
も
な
く
共
の
東
方
に
長
瀬
川
の

大
言
な
谷
を
距
℃
L
安
達
太
郎
山
天
狗
角
力
取
山
等
の
山
棄
と
相
封
じ
、
北
西
方
に
千
八
百
十
九
米
の
大
盤
梯
山
、
北
方

に
は
千
六
百
三
十
六
米
の
櫛
ケ
峯
あ

b
盤
梯
山
系
中
の
三
大
高
山
を
な
し
乙
の
中
部
に
挟
ま
れ
た
部
分
は
奮
噴
火
口
で
沼

の
平
と
言
は
れ
℃
居
る
.
此
の
火
口
線
と
な
る
部
分
で
赤
埴
山
の
北
に
嘗
b
火
口
と
反
針
の
側
に
は
見
か
け
、
数
丈
に
徐

る
一
つ
の
断
崖
あ
b
赤
色
の
水
平
地
屠
を
一
不
し
、
共
の
西
部
、
は
鮮
明
な
成
層
と
な
っ
て
居
る
し
大
盤
梯
の
乙
の
方
面
民
向
。



ム
部
分
も
殆
ん
ど
頂
上
公
'P
会
く
懸
山
底
的
に
倒

b
去
ら
れ
某
の
地
色
は
い
づ
れ
も
赤
色
で
一
共
の
南
部
分
は
や
は

b
鮮
明
な

の
卒
の
南
部
に
出
る
、
之
の
方
面
ば
相

砂
田
の
鞍
版
部
で
右
側
は
崩
れ
で
左
側
は

草
萱
濯
木
等
の
生
え
た
緩
い
谷
間
で
あ

る
。
幾
分
北
寄

b
の
西
側
に
道
に
沿
ム

℃
細
長
い
沼
あ
、
D
。
鏡
沼
と
言
つ
宅
居

る
が
水
は
頗
る
澄
み
飲
料
水
院
も
遁
す

る
。
前
述
赤
埴
山
の
東
の
谷
は
此
の
鞍

部
の
東
か
ら
北
に
達
し
、
主
ハ
谷
底
に
は

此
小
川
が
小
外
輸
を
破
る
所
は
小
峡
谷
を
な
し
、
其
れ
を
挟
ん
で
前
記
水
平
成
屠
の
崖
が
束
に
向
っ
て
立
つ
。
乙
の
部
分

沼
の
卒
か
ら
流
下
す
る
小
川
が
あ

D
、

るか
、ら
是沼
よ平
b に
沼運
ノら
卒な
とる-
な'に
るは
の小
でお
あぞ
o 津

汽す
主直

の営
北五
向今
きり
爪傍

ふ主

2Z 
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b
-
赤
共
の
色
が
赤
褐
色
の
も
の
黒
色
の
も
の
等
種
冷
あ

b
、
水
透
に
は
菅
草
な
ど
が
生
へ
又
道
の
雨
側
は
筈
大
火
、
口
の

跡
ら
し
fx
大
盤
梯
の
束
向
主
の
大
懸
崖
の
直
下
に
蛍
b
沼
津
地
を
な
し
芦
が
密
生
し
て
居
る
。
此
の
噴
火
口
も
恐
ら
く
盤

梯
火
山
の
或
時
期
に
於
け
る
爆
裂
火
口
で
あ
っ
て
山
の
一
屑
を
束
に
吹
き
」
飛
ば
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
。
共
透
か
ら

北
.
沼
ノ
卒
の
稿
中
央
は
稀
一
両
日
に
な
b
小
ヨ
な
東
屋
が
あ
る
o
r

共
附
還
は
疎
な
草
地
を
な
し
名
月
草
、
ミ
ヤ
マ
カ
タ
ド

リ
ナ
、
イ
ハ
キ
ン
バ
イ
等
の
外
種
々
の
植
物
あ
b
、
植
物
採
集
者
は
北
の
透
に
多
く
の
植
物
を
集
め
る
ら
し
い
、
此
の
透

よ
b
北
束
、
沼
ノ
平
の
大
部
分
は
杢
然
植
物
も
な
く
一
帯
の
平
地
で
其
の
中
央
部
は
極
く
最
近
迄
水
を
湛
へ
た
も
の
ら
し

く
白
褐
色
の
沈
澱
士
壌
で
あ
る
(
潟
異
三
参
照
)
。
新
爆
殺
に
際
し
で
は
泥
水
の
一
部
は
此
慮
を
流
れ
、
小
外
輪
丘
を
穿
つ

て
前
記
赤
埴
山
の
北
方
を
繰
る
谷
間
に
出
で
此
谷
を
走
b
下
つ
℃
猪
苗
代
町
の
北
方
に
蛍
る
見
繭
村
を
襲
っ
た
。
共
泥
水

の
遜
路
と
な
っ
た
部
分
で
あ
る
故
、
可
成
b
迄
奮
態
を
線
一
じ
た
乙
と
で
あ
ら
う
、
が
、
大
躍
に
お
い
て
嘗
大
噴
火
口
で
あ
ら

う
、
白
更
に
道
は
共
の
北
西
側
か
ら
北
西
に
折
れ
答
噴
火
口
壁
を
な
す
、
稀
念
な
坂
道
(
寝
具
二
の
前
景
)
と
な
る
が
泥
流
に

残
芯
れ
た
岩
石
は
至
る
所
に
突
出
し
縫
か
に
植
物
生
へ
る
‘
乙
れ
を
登
、
ほ

b
つ
め
れ
ば
新
噴
火
口
綾
南
側
に
至
る
、
乙
の

噴
火
口
は
以
前
小
磐
梯
の
在
っ
た
所
で
あ
る
が
噴
火
K
際
し
、
共
の
路
3
会
躍
を
失
ぴ
南
、
西
東
の
三
方
に
噴
火
壁
を
有

す
る
馬
蹄
形
の
も
の
(
霧
真
五
、
六
、
七
及
八
)
で
西
は
大
磐
梯
よ
b
北
西
に
走
る
尾
根
に
限
ら
れ
、
東
は
櫛
ケ
率
一
・
(
潟
異
四
)

中
腹
を
破
壊
し
(
霧
莫
五
)
南
は
鞍
版
部
に
よ
っ
て
奮
噴
火
縁
に
連
ら
な
b
、
此
の
透
爆
殺
壁
の
一
両
当
路
十
米
以
上
で
絶
壁

を
な
す
、
南
西
部
の
壁
は
更
に
高
か
く
共
の
南
西
部
一
端
に
は
天
狗
岩
(
第
二
報
寝
畳
一
第
一
)
議
然
と
そ
ぴ
み
ん
る
、
之
等
壁



を
な
す
部
分
は
熔
岩
質
の
も
の
で
な
く
、
火
山
岩
屑
磯
及
火
山
友
の
積
堆
に
よ
る
も
の
ら
し
く
南
側
の
略
t

中
央
部
で
壁

の
稲
t

入
込
む
下
底
に
は
硫
気
孔
が
(
第
二
報
寓
異
第
二
)
あ

b
E
日
返
よ
ら
ね
故
確
か
に
は
剣
ら
ね
が
多
分
硫
気
孔
で
あ
ら

う
、
今
倫
盛
に
蒸
気
を
噴
出
し
天
気
の
免
か
地
熱
の
魚
か
次
同
に
見
だ
時
は
噴
出
量
和
上
大
な
る
様

ι観
測

3
れ
た
。
更

に
此
庭
か
ら
北
西
部
に
砂
田

b
天
狗
岩
の
北
方
の
壁
か
ら
も
蒸
気
噴
出
の
箇
所
接
近
し
て
三
箇
所
あ

b
、
此
庭
は
多
分
上
ノ

湯
温
泉
の
あ
っ
た
附
廷
が
μλ
う。

噴
火
底
一
帯
ー
は
路
上
平
ら
か
で
北
に
向
っ
て
緩
か
な
傾
殺
を
な
し
、
爆
殺
砂
田
時
泥
水
岩
石
を
蓬
か
北
方
ま
で
放
流
し
、

長
瀬
川
を
堰
止
め
て
松
原
湖
‘
吾
妻
湖
、
小
野
川
湖
等
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
等
よ

b
も
命
近
く
に
数
多
の

• 
小
沼
あ

b
、
硫
黄
分
そ
の
他
の
含
有
物
の
魚
で
あ
ろ
う
か
之
等
の
沼
は
瑠
璃
色
、
青
色
.
赤
色
と
種
今
雑
多
の
色
彩
を
放

つ
℃
居
る
し
、
今
も
命
そ
の
や
回
時
の
泥
水
、
岩
石
流
出
の
股
態
を
残
し
て
居
る
が
、
噴
火
口
の
限
界
と
な
る
部
分
は
北
方

で
は
認
め
ら
れ
な
い
、
然
も
此
の
噴
火
底
一
帯
に
は
杢
然
草
木
が
生
じ
℃
居
な
い
、
赤
埴
山
よ
b
乙
の
火
口
南
側
ま
で
約

十
三
町
そ
れ
よ
b
遊
は
西
に
折
れ
次
第
に
険
し
く
三
町
程
先
の
三
A
口
目
遅
く
で
、
更
に
南
に
折
れ
て
居
る
が
此
の
方
面
迄

は
噴
火
の
影
響
か
岩
石
も
多
く
植
物
も
疎
ら
に
し
か
生
え
℃
居
な
い
、
そ
れ
よ

b
先
は
金
山
殆
ん
ど
黒
色
の
肥
沃
げ
の
土

壌
で
、
-
イ
チ
ヨ
，
モ
ギ
、

ス
ギ
ゴ
ケ
、
山
イ
チ
ゴ
、

コ
ケ
モ
モ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
夕
、
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
、
タ
カ
ネ
ア
ザ
ミ
.

へ
ピ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、
タ
カ
ネ
オ
ト
ギ
リ
ソ
夕
、
，
ミ
ヤ
'
マ
ヤ
マ
プ
キ
ジ
ヨ
ヲ
マ
、
ノ
ヲ
ゴ
イ
チ
ゴ
、
，
ミ
ヤ
マ
ク
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
、

ヤ
マ
ρ

ρ

コ
、
カ
エ
デ
、

マ
Y

バ
ジ
モ
グ
ヶ
、
ダ
ケ
カ
ン
ボ
、
夕
、
ド
モ
ド
キ
、
小
笹
、
カ
で
ア
ナ
デ
ジ
コ
、
月
見
草
、
.
ム

一一一一一一一
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カ
リ
ヤ
ス
、
桔
梗
等
一
一
闘
に
密
生
し
登
山
道
の
凹
地
に
湧
か
に
岩
石
を
露
出
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
、
三
会
目
か
ら

五
町
牛
登
れ
ほ
弘
法
清
水
と
一
五
ム
冷
水
が
あ
b
買
に
冷
い
、
温
度
を
測
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
が
嘗
時
は
そ
の
思
付
当

へ
出
な
か
っ
た
、
此
庭
は
四
A
口
目
で
更
に
五
町
宇
登
れ
ば
念
I

頂
上
五
令
目
で
あ
る
、
が
、
此
の
途
中
は
最
も
験

L
い
念
坂

と
な
っ
て
居
る
。
頂
上
は
同
盟
十
昼
に
余
る
炭
当
に
岩
石
露
出
累
積
七
、
和
t

固
形
の
平
地
と
な
っ
℃
居
る
が
そ
の
他
は
一

帯
に
前
述
の
様
な
植
物
、
が
繁
茂
し
、
山
全
部
と
し
て
は
南
側
は
登
山
道
、
だ
け
に
他
に
比
べ
て
幾
分
緩
か
で
は
あ
る
、
が
大
韓

と
し
℃
は
可
成
念
な
国
錐
形
を
な
し
、
そ
の
一
部
東
部
は
殆
ん
ど
頂
上
の
一
一
隅
よ

b
直
下
に
断
崖
と
な
っ
て
倒

b
取
ら
れ

て
居
る
。
前
述
の
盤
梯
の
断
崖
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
四
方
多
く
霧
K
と
ゴ
ヨ
れ
之
の
附
倒
産
も
単
に
そ
の
一

少
部
分
を
瞥
見
し
得
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
只
此
庭
か
ら
北
方
に
賞
b
天
狗
山
石
附
逗
は
正
し
く
小
盤
梯
の
南
部
を
な
し
た

一
部
で
あ
る
、
だ
け
は
確
め
る
を
得
た
。

四
合
目
に
営
る
弘
法
清
水
は
昭
和
七
年
八
月
七
日
で
五
度

O
分
あ
っ
た
し
と
ふ
か
、
b
句
二
町
程
下
に
も
冷
水
湧
出
の
所
が
あ
る
水
量
で
は
弘
法
清
水
よ

り
多
量
で
水
温
は
五
度
一
分
で
あ
る
、
之
は
多
分
昨
年
か
今
年
中
に
設
備
し
た
も
の
ら
し
く
新
弘
法
清
水
と
で
も
言
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。

迫
筆

磐
梯
山
に
関
し
て
は
震
災
珠
防
調
査
命
日
報
告
第
八
十
六
生
命
日
本
噴
火
志
上
編
第
三
十
表
同
第
八
十
七
競
噴
火
志

下
編
十
一
頁
に
・
尤
も
重
要
な
る
記
事
、
が
あ
b
、
皆
大
森
博
士
の
大
正
七
年
の
報
告
で
あ
る
。
が
材
料
は
総
て
東
洋
間
争
議
雑

附
記

誌
第
八
十
五
銃
八
十
六
銭
闘
谷
博
士
論
文
よ

b
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
れ
は
明
治
二
十
一
年
十
月
七
日
東
京
に
於
て

大
串
通
俗
講
談
合
に
於
て
の
講
演
の
筆
記
で
あ
b
、
関
谷
博
士
は
磐
梯
山
が
同
年
十
月
十
五
日
噴
火
後
大
翠
ょ

b
調
査
の



魚
に
出
張
せ
ら
れ
、
右
講
演
は
共
調
査
の
概
要
で
有
る
。
其
れ
に
よ
る
と
沼
の
卒
及
会
山
爆
後
以
前
は
大
木
が
茂
b
、
沼

の
平
に
は
五
六
個
の
沼
、
が
有
っ
た
が
大
木
は
皆
倒
遣
れ
埋
め
ら
れ
た
と
云
ム
。
叉
沼
の
卒
は
大
昔
の
火
口
で
あ
る
と
云
ム

見
解
を
持
っ
て
居
ら
れ
る
。
噴
火
の
際
の
士
砂
流
出
の
範
国
を
一
不
す
地
周
を
添
へ
て
居
る
。
夫
れ
に
依
る
と
北
方
へ
の
崩

壊
と
同
時
に
沼
の
卒
へ
と
土
砂
子
一
押
し
出
し
共
の
宇
を
埋
め
ρ

サ
ミ
夕
、
タ
キ
ヅ
キ
津
.
ト
カ
ケ
津
、
ピ
ハ
浮
に
流
下
し

見
稀
を
埋
め
た
と
云
ム
。
此
地
図
で
は
細
か
い
地
形
は
不
明
で
あ
る
、
が
、
陸
地
測
量
部
の
明
治
四
十
一
年
製
闘
の
五
寓
分

一
地
闘
に
依
れ
ば
、
略
I

現
今
の
状
況
と
同
じ
で
叉
植
物
股
態
も
似
た
も
の
で
あ
る
。
只
通
路
の
記
入
が
な
い
。
恐
ら
く

此
通
路
は
近
年
登
山
、
が
盛
に
な
っ
て
か
ら
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
形
か
ら
見
叉
便
宜
か
ら
見
℃
天
の
庭
か
ら
赤
埴
山

へ
登
ら
ず
に
横
道
を
鏡
沼
化
出
る
道
と
沼
の
卒
側
か
ら
噴
火
口
へ
下
る
道
と
、
及
大
磐
梯
の
頂
上
か
ら
鏡
沼
の
西
へ
尾
根

待
以
に
目
升
b
降

b
出
来
る
道
と
が
出
来
た
ら
登
山
者
の
魚
に
は
甚
好
都
合
と
な
る
事
と
思
ム
。

沼
の
平
は
固
に
一
不
す
通

b
、
中
央
に
平
行
な
千
四
百
米
等
高
線
に
よ

b
℃
一
不
さ
れ
る
小
し
小
高
く
盛

b
上
っ
た
所
、
が
あ

b
l
夫
れ
に
依

b
北
部
南
部
に
介
、
た
れ
が
、
其
西
は
大
磐
梯
の
念
な
山
屋
、
が
尻
風
の
撲
に
峠
ち
北
東
に
櫛
ケ
峯
、
が
あ
b
、
北
側

は
鞍
部
と
な
か
噴
火
口
に
連
な
っ
て
居
る
が
、
主
ハ
鞍
部
の
櫛
ケ
峯
寄
b
の
方
が
特
に
低
く
裸
山
L
しな
b
、
、
，
明
治
二
十
一
年

七
月
の
土
砂
の
押
し
出
し
た
通
路
を
今
も
向
明
示
し
て
居
る
。
共
南
東
で
櫛
ヶ
峯
の
裾
に
平
ら
な
砂
場
が
あ
b
上
か
ら
眺

め
た
所
で
は
、
軽
飛
行
機
位
は
後
着
出
来
る
か
と
思
は
れ
る
位
の
庚
3
が
あ
る
。
主
ハ
砂
場
の
束
か
ら
鏡
沼
の
北
迄
小
山
が

沼
の
手
を
綾
取
っ
て
居
る
。
此
小
山
の
東
側
を
赤
埴
山
の
方
か
ら
眺
め
る
と
水
平
な
屠
を
示
し
た
懸
崖
が
見
べ
る
。
遠
く

ニ
ニ
五



二
一
一
六
-

か
ら
見
た
の
で
異
に
水
卒
成
層
か
否
か
を
確
定
し
た
誇
で
は
な
い
、
が
、
水
平
屠
ら
し
く
見
へ
る
の
で
?
一
見
奇
異
の
戚
を

懐
く
。
前
に
小
藤
教
授
も
明
治
二
十
一
年
頃
一
不
ヨ
れ
た
様
に
此
磐
梯
火
山
は
成
田
膚
火
山
で
は
あ
る
が
、
主
〈
成
田
腐
は
山
の
測

面
で
は
錐
放
成
居
を
な
し
傾
斜
し
℃
居
る
、
が
普
遁
と
岡
山
ム
。
現
に
沼
ノ
卒
の
南
部
か
ら
同
に
見
る
大
磐
梯
の
崖
の
中
に
は

斜
な
錐
股
成
田
膚
が
明
瞭
に
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
此
小
外
輪
丘
外
面
の
水
平
成
層
は
土
日
し
赤
埴
、
大
磐
梯
櫛
ケ
峯
を
蓮
ね
る

大
火
山
の
中
心
に
今
の
沼
の
卒
と
相
似
た
更
に
庚
大
な
沼
の
卒
、
が
あ

b
、
主
ハ
所
に
水
平
K
堆
積
し
た
成
層
、
が
其
後
の
爆
後

に
よ
ppf・
-
」
某
束
竿
を
失
以
、
主
ハ
蹴
閉
山
居
を
露
出
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
も
有
ろ
う
か
。
大
磐
梯
自
身
速
も
、
恐
ら
く
は
元
来

夏
に
園
錐
形
を
な
じ
た
も
の
で
、
或
爆
殺
に
よ
b
主
ハ
束
牛
を
失
っ
た
も
の
ら
し
く
共
爆
裂
火
口
は
今
の
沼
の
卒
の
南
部
の

芦
沼
附
還
で
も
あ
っ
た
ら
う
か
。

磐
梯
山
は
歴
史
に
徴
す
れ
ば
約
千
年
を
距
℃
¥
再
度
大
爆
殺
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
附
還
の
吾
妻
山
、
安
達
太
郎
山
、

蔵
王
山
等
は
頻
々
左
活
動
し
て
居
る
の
で
、
此
山
と
て
今
後
千
年
は
安
定
と
速
断
は
出
来
な
い
。
故
に
附
還
の
火
山
と
共

に
時
ん
吋
主
ハ
現
肢
を
調
査
し
て
置
く
事
は
必
要
で
あ
る
。
夫
れ
に
就
き
大
噴
火
後
数
年
間
の
状
態
は
猪
苗
代
町
小
林
祭
氏
の

数
皮
の
報
告
あ
b
、
其
砂
田
時
は
新
噴
火
口
に
は
命
数
十
僚
の
噴
煙
を
揚
げ
、
倒
木
等
命
墨
々
と
し
て
居
た
も
の
L

尚
で
あ

る
が
現
今
で
は
木
な
ど
は
一
見
に
見
へ
ず
、
噴
煙
は
僅
か
に
四
僚
を
算
へ
る
の
み
で
あ
る
。
退
京
市
は
登
山
客
多
く
土
地
の
人

に
は
山
の
現
状
は
徐
b
に
明
白
に
し
て
却
へ
っ
て
記
録
、
が
無
い
。
故
に
此
一
服
島
測
候
所
の
報
告
も
極
め
℃
機
宜
に
適
し
た

も
の
と
思
ム
oJ

次

K
高
山
威
雄
氏
調
査
磐
梯
山
文
献
表
を
附
加
す
る
。
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